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①　「早春賦」1 番歌詞の、名詞の部分を囲って印を付けてみよう。

③　�②で考えたことをもとにして、「早春賦」を歌うときに工夫してみたい点や注意
点について、楽

が く

譜
ふ

に書き込
こ

んでみよう。

春は名のみの　風の寒さや　谷の鶯
うぐいす

　歌は思えど

時にあらずと　声も立てず　時にあらずと　声も立てず

②　�表現の工
く ふ う

夫の仕方の一つとして、歌詞を品詞（名詞、動詞、助詞など）によっ
て歌い分けることが考えられます。①で印を付けた名詞の部分の発音の仕方に
ついて、考えたことを記入してみよう。


